
ごあいさつ

ウクライナ侵攻・イラン攻撃の影響を受け、空前の物価高騰
となっています。衆議院総選挙で自民党は多くの議席を獲得
しましたが、公約を守りながら千葉市民の為にも物価高騰対
策の実現が必要です。現在のマリンスタジアムや各区の区役
所の債務償還が約30年を経て完了（概ね大きな建築物は25
～ 30年後に返済完了）しました。市税収入は増えています
が、歳出は学校給食費の負担軽減等の制度に対する追加負担
費用や、福祉、市有施設の老朽化対策、物価高騰で行政コス
トが増加し、人件費や金利上昇に伴い歳入増加を上回る財政
需要が見込まれ厳しい状況です。

千葉市の物価高騰対策

①上・下水道料金等の特別減免（今年7月から）
上水道料金の20%、下水道の基本料金と従量（10m³まで）
の６ヶ月分を減免
●一般的な3人世帯：約4,600円（上水道）
●一世帯最大：5,796円減免（下水道）

②中小企業者エネルギー価格等高騰支援
経営コストが増加する中小企業者に事業継続のための支援金
を支給
●支援額：10万円
●申請開始：令和8年5月（予定）

③学校・保育施設等給食費等支援
令和8年度については、国からの財政支援を活用して保護者
負担を軽減（令和9年度以降は別途検討）
●小学校：保護者負担なし
●中学校：保護者負担は従前のまま（今後は未定）

④消費活性化・生活支援キャンペーン
キャッシュレス決済によるポイント還元キャンペーンを、千葉県
と開始時期を合わせて実施
●ポイント還元率：5％想定
●開始時期：令和8年8月以降を予定
（決済アプリごとに最大3,000円まで。
キャンペーンの詳細は今後決定）
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お問い合わせ、ご意見をお待ちしております。
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K O M A T S U Z A K I  F U M I Y O S H I

主な事業 （2月補正対応含む）

崖対策の進捗状況

①【都市・交通】
●生活交通バス路線維持支援（1億5,000万円）
●千葉マリンスタジアムの再構築（2億6,900万円）
●千葉開府900年記念事業（2億5,000万円）

②【安全・安心】
●マンホールトイレの整備（5,500万円）
＊避難所の県立高校にも千葉市が施工

③【文化芸術・スポーツ】
●加曽利貝塚新博物館の整備（4億2,100万円）
●市民会館の再整備（6,200万円）
●アルティーリ千葉新アリーナの整備支援（4億5,500万円））

④【子ども・教育】
●市立学校体育館のエアコン整備（28億6,000万円）
●学校施設の環境整備（37億4,000万円）
●おたふくかぜ予防接種費用助成（2,300万円）
●不登校対策の推進（5億7,600万円）

⑤【健康・福祉】
●帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成（8,800万円）
●（仮称）幕張海浜病院の整備（66億2,400万円）
●認知症損害賠償補償（200万円）

令和元年12月から取り組んできた稲毛幼稚園から稲毛中学校
（稲毛町５）の工事がコロナ禍や入札の不調で約2年遅れですが
始まりました。更に国道寄りの区画も説明会を開催しました。

作草部町の崖対策は令和6・7年度に約1/4が完了。
千葉県と千葉市は令和1１年の完成を目指しています。

（おこめ券のように余計な経費がかかりません。）

●町内自治会の担い手支援で情報共有や会費徴収などデジ
タルツール活用支援、不急な回覧物・事務作業（補助金
申請）削減等の事務棚卸しが始まります。

●近年、死亡者が増加する冬場の長期間火葬待ちの状況を
踏まえ、中央区に斎場整備を開始。

●市有地の草刈りは年に1回が基本、コンクリートや防草
シートで覆う取り組みを開始。

●体育館は冷暖房設備整備で防災避難所に活用予定。災害
時はLPガス発電施工も考慮すべき。

●空き家対策として電気メーターを活用することで居住を判
断できるようになります。
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 整備開始（稲毛町5） 整備中（作草部町）

写真その① 写真その②
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街づくり新時代
（働く場所がある・危機管理が出来る・人にやさしい街）

令和8年第1回定例会一般質問、以下の内容で、質疑・要望しました。

お問い合わせ、ご意見をお待ちしております。
（毎週水曜日13時30分～16 時事務所開設、8 月・年末年始は不在）

県市間協議について 公共施設の使用料について 
⑴神奈川県では政令市の横浜・川崎・相模原では県市間補
助金が適正化された。
本市が他市町村と異なる取扱いを受けている県単独事業
補助金の現状は？
答弁
　他市町村より不利な取扱いを受けている県単独事業補助金
は、令和８年度当初予算ベースで県内他市町村と同様の取扱い
の場合の実収入額との差は、約２２億円。こども・子育て分野で
約１３億円、保健・福祉分野で約７億円。

意見
　特に子供医療費助成や、保育支援等の子育て政策で、千葉県
内の東京に近い、東葛地区の各市に後れを取り、都市間競争に
不利に作用している。また障碍・重度障碍者に対する支援が、
千葉市として努力して支出しているが、県の補助が少ない為、
全体として弱くなっている。22億円の内ほぼ全ての20億円が
両分野である。ただ県市間協議の成果と言える、ヘリコプター
の一部共同運用等は評価できる。

⑵県単独事業補助金の改善に向けた取組状況は？
答弁
令和３年７月の知事と市長との意見交換の場で市長から県単

独事業補助金の改善を要求し、現在は県市双方の窓口を一元化
し、対応・調整を継続。影響額の大きい、こども・子育て分野
や保健・福祉分野から社会情勢の変化や市民への影響等を踏ま
え、粘り強く、県に対し改善を求める。

意見
　今後は都市間競争に影響のある、子育て政策分野の補助金の
適正化が、競争力ある千葉市にとって非常に重要な課題。また
障碍者福祉部門も熊谷現知事の千葉市長時代も主張した「だれ
一人取り残さない」に基づき千葉県が補助格差を解消すれば、
もう少し手厚くなる。東京都心からは、川崎市よりも横浜市は距
離が離れているが、居住環境は良い。都心に近いと通勤環境は
良いが、喧噪とも言える。千葉市や船橋市は都内へのアクセス
はやや劣るが、定住には優れた環境。また千葉市は電車で都内
に通勤する人は約2割。千葉市
の発展は横浜市同様に、千葉県
の発展に寄与するはず。

⑴市外在住者の公共施設使用料は、
　どのように取り扱っているか？
答弁
　「公共施設使用料等設定基準」では、市外在住者の料金は市
内在住者の２倍が基本。市内在住者より、市外在住者の使用料
を高く設定している施設は市民会館や文化センター等の文化施
設、斎場、少年自然の家等。

意見
市民ゴルフ場・各体育館を市民が予約できない状況。船橋市

のアンデルセン公園では船橋市民だけの料金設定がある。以前
私は提案したが、千葉市動物公園では入場料を低く抑える、駐
車場料金は少し高めの設定。受益者負担やバランスを考慮した
価格設定が可能な素地があります。参政党が日本人ファースト、
小池知事が都民ファースト、トランプ大統領がアメリカファースト
と主張している。過度な分断には注意も必要だが、公平性を考
慮すれば価格改定や予約方法改善を行う場合「市民であるかを」
軸に設定すべき。（市民受付開始優先予約も必要！）

※京都市バスが「市民」と「市民以外」で運賃を分ける「二重価格」を検討
中。現在の大人230円から、市民に限って200円に値下げ。市民以外の運賃は
350円から400円の範囲で値上げする。姫路城では18歳以上の姫路市民以外
の入城料を1000円から2500円に引き上げた。入城料は、城の維持管理やイ
ンバウンド対応などに充当。市民の入城料は1000円に据え置かれ、18歳未満
の入城料は、300円から一律無料になります。
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アンデルセン公園　料金表

駐車料金：普通車1回550円、大型自動車1回2,200円

区分（1日券） 1回券
一般 900円
高校生（要生徒証） 600円
小・中学生 200円
幼児（4歳以上） 100円

区分（年間） 一般価格 船橋市民価格
大人（高校生以上） 3,000 円 2,000 円
高校生(要生徒証） 2,000 円 1,600 円
小・中学生 1,000 円 0,500 円
幼児（4歳以上） 0,500 円 0,400 円

千葉市動物公園　料金表

駐車料金：普通車　800円　バス3,200円
＊千葉市在住65歳以上の方は、住所・年齢で確認無料。

区分（1日券） 1回券

大人（高校生以上） 800円
中学生以下 無料

区分（年間） 料金
大人（高校生以上） 3,000 円
中学生以下 1,800 円

※神奈川県は一部の県単独補助金は、政令市・中核市はその他の市町村に比
べ、低い補助率だった。令和６年度から県と市町村が、一体で取り組むべき課
題の現出と、県財政の安定化で見直し、補助格差はすべて解消された。


